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東京都文京区小石川生まれ。管理栄養

士。日本女子大学大学院食物栄養学専

攻修了。日本女子大学非常勤講師、十

文字学園女子大学非常勤講師、日本フ

ードコーディネーター協会常任理事。

赤堀料理学園校長 赤堀博美

作り方

①米ともち米は洗ってざるにあげ、30分置く。

②レンコンは皮をむき、火の通りを良くするために１㎝のさ

いころ形にそろえて切り、水にさらす。

③炊飯器にだしと①を入れ､酒､塩､しょうゆを加え､さっと混

ぜてから水気を切った②のレンコンを上に散らして炊く。

④炊き上がったら混ぜて茶わんに盛り、クコの実を散らす。

材 料 ４人分

米 360ℊ

もち米 40ℊ

レンコン 100ℊ

だし 470㎖

酒 50㎖

塩 小さじ１/４

しょうゆ 大さじ１

クコの実 24粒

ポイント

も
ち
米
を
少
し
混
ぜ
る
と

も
っ
ち
り
と
し
た
食
感
で

食
べ
応
え
が
出
ま
す
。
だ

し
は
昆
布
だ
し
で
も
か
つ

お
だ
し
で
も
Ｏ
Ｋ
。
鶏
ガ

ラ
だ
し
を
使
え
ば
中
華
風

に
も
ア
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。
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今の職業は？

尾花沢市鶴巻田の株式会社BELLFARM（ベルファーム）に、創

業当初よりお世話になっています。現在は肥育部長として、現場の

肥育牛の生産管理を任されています。会社では最も古株となり、社

長の右腕として日々頑張っています。

農業(畜産業)について一言

夏は暑く、冬は寒くて仕事の環境としては厳しいですが、自分が

担当した牛が購買者さんに認められて高値で販売できた時や、ベル

さんの牛は美味しかったとの声をいただいたときは、苦労が報われ、

やりがいを感じます。

どのようにリラックスをしていますか？

仕事が終わって家に帰り、娘たちの顔を見ながら飲むハイボール

が最高です。２年位前からウィスキーにはまり、いろいろな味を楽

しんでいます。スコッチウィスキーが大好きです。

趣味はなんですか？

酒屋でウィスキーをめぐるのとＢＡＲ

通いです。尾花沢にはＢＡＲが無いので

誰かぜひやってください！

将来の夢は

会社から独立し、自分の牛舎を持ち畜産経営を行うことが夢です。

自分が育てた牛でオリジナルのブランド牛肉を展開することが最終

目標です。あとBARを経営したいです。

尾花沢市二藤袋

秋 場
あ き ば

衛
まもる

さん (33歳)

かがやきかがやき
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も
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来月のあなたの運勢 11月占いコーナー

双子座 ５/21～６/21 蟹 座 ６/22～７/22

獅子座 ７/23～８/22 乙女座 ８/23～９/22 天秤座 ９/23～10/23 蠍 座 10/24～11/22

水瓶座 １/20～２/18 魚 座 ２/19～３/20

モナ・カサンドラ

牡牛座 ４/20～５/20牡羊座 ３/21～４/19

射手座 11/23～12/21 山羊座 12/22～１/19

【全体運】スロースタートです。周
囲に目配りしながら進めましょう。
有利な状況に変わっていきます。
下旬は勝負をかけて
【健康運】好きなスポーツで達成感
が。快適に過ごせます
【幸運の食べ物】柿

県
立
村
山
産
業
高
等
学
校
(
坂
井
孝
朗
校
長
)
の
生
徒
ら
が

栽
培
、
加
工
し
商
品
化
し
て
い
る
ジ
ャ
ム
が
、
２
０
２
５
年
の

｢
や
ま
が
た
フ
ル
ー
ツ
１
５
０
周
年
｣
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画

で
、
共
通
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
刷
新
し

ま
し
た
。
商
品
化
に
携
わ
っ
た
８
人
が
９
月
25
日
、
同
校
で

｢
さ
く
ら
ん
ぼ
｣
｢
ラ
・
フ
ラ
ン
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｣
｢
り
ん
ご
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の
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種
類
の
ジ

ャ
ム
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徴
な
ど
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紹
介
し
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試
食
会
も
行
い
ま
し
た
。

表 紙 の 紹 介
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フ
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ツ
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の
ロ
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創
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ラ
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ド

ロ
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た
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ャ
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づ
く
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は
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同
校
の
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身
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県
立
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山
農
業
高
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時
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か
ら
続
き
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生
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ら

が
果
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培
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ら
加

工
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イ
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く
ら
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ぼ
ジ
ャ

ム
は
受
粉
樹
の
「
山

形
美
人
」「
ナ
ポ
レ

オ
ン
」
な
ど
の
果
実

を
使
用
し
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い
ま
し

た
が
、
今
季
は
高
温

障
害
の
影
響
で
生
食

用
が
激
減
。
例
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約

２
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㌔
を
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・

新パッケージのジャムを紹介する後藤夢果さん(右)と新パッケージのジャムを紹介する後藤夢果さん(右)と

みどり活用科３年の後藤穂果さんみどり活用科３年の後藤穂果さん

第１号議案 令和６年産米概算金について

第２号議案 令和６年度賦課金の賦課額、徴収時期お

よび徴収方法について

第３号議案 固定資産の一部売却について（旧尾花沢

支店敷地）

第４号議案 出資口数の減口承認について

第５号議案 当組合における取引のリスク評価書の定

期改正について

第６号議案 個人情報保護に関する規程類の改訂につ

いて

第７号議案 事務リスク管理規程の改訂について

第７回理事会が９月19日に開催、

主な議案と内容は次のとおりです。

気象衛星ひまわり

テレビやインターネット、新聞などで、

気象衛星ひまわりの雲の画像を見たことが

あると思います。気象衛生ひまわりは、昼

間だけではなく、夜間の暗い時間でも雲の

観測をすることができます。

夜でも雲が見えるのは、赤外線を観測す

ることで温度が分かるからです。雲のある

所では、雲のてっぺんの温度が分かります。

温度が低い所ほど白っぽく表示されていま

す。温度が低い所は、上空の高い所に雲が

あることになります。つまり、雲画像で白

くなっていれば、背の高い雲または上空の

高い所に雲があるということです。逆に背

の低い雲または雲がない所は温度が高く、

黒っぽく表示されます。

気象衛星により観測された雲の画像を見

お天気カレンダー

気象予報士 檜山靖洋

ていると、この時期

には、日本海に筋状

の雲が現れ始めます。

筋状の雲が現れたら、

大陸から日本列島に

冷たい空気が流れ込

んでいる証拠です。

こうなると木枯らし

が吹き始めます。 (第十次経営管理３カ年計画スローガン)

｢未来のために ～Next Chapter(次の章へ)～｣
ネクスト チャプター

【報告事項】

•理事会への経過報告および行事予定について

•主要勘定・安全性の指標について

•山形県常例検査の実施について

•令和６年度仮決算監事監査の実施について

•第30回ＪＡ山形県大会の開催について

•令和６年産ＪＡ共同計算に係る経費目標額について

•令和６年度大玉すいか販売実績について

•令和６年７月の大雨被害対策資金について

•グリーン営業時間について

•企画旅行集客状況について

•肉用牛販売実績報告について

【全体運】予想外の出来事はあるも
の。出先でも避難経路の確認を。
落ち着いて動くことが大切です。
救急セットを点検して
【健康運】目のケアを重点的に。歯
の磨き残しもチェック
【幸運の食べ物】小松菜

【全体運】上昇運です。強気の態度
がツキを呼び込みます。自分の意
見をはっきり伝え、その上で調整
を図っていきましょう
【健康運】筋力アップの運動にツキ
あり。スポーツも◎
【幸運の食べ物】ネギ

【全体運】想定外のことに巻き込ま
れがち。計画は後回しになっても
いい部分以外は前倒しで進めて。
味方は多いのでＳＯＳを
【健康運】切り傷、やけどに気を付
けて。慎重に
【幸運の食べ物】ナメコ

【全体運】良好運ですが心配事も。
尻すぼみにならないよう気を付け
て。周囲への配慮が好結果に結び
付きます。旅行が吉
【健康運】免疫力がアップする食材
を取り入れて
【幸運の食べ物】クワイ

【全体運】状況は落ち着きを取り戻
し自由時間が増えていきます。仕
事のスキルを磨くのもおけいこ事
も吉。よく学んで
【健康運】新陳代謝を高める食材を
取るよう心がけて
【幸運の食べ物】サトイモ

【全体運】計画していたことがよう
やく形になっていきます。あと一
息、気を引き締めていきましょう。
良い出会いの予感も
【健康運】口コミの健康法を試して
みて。新しい食材も吉
【幸運の食べ物】エビイモ

【全体運】おいしいものを食べたり
おしゃべりを楽しんだり。運勢は
穏やか。懸念事項も解決へと向か
います。連絡は自分から
【健康運】体に合った下着を身に着
けて。姿勢をチェック
【幸運の食べ物】シュンギク

【全体運】万が一の備えが役立ちま
す。防災用品の準備を。年長者の
話には耳を傾けて。友達との外出
はいい気分転換に
【健康運】疲れをためないように。
スキンケアは入念に
【幸運の食べ物】リンゴ

【全体運】活気があり今までの努力
が実る予感がしています。方向修
正も可能。状況を見ながら少し遠
回りの選択も吉
【健康運】運動不足にならないよう
体を動かして
【幸運の食べ物】セロリ

【全体運】太陽の加護を受け勢いが
ありますが油断は禁物。丁寧にし
っかりと仕上げをすることが幸運
につながります
【健康運】栄養バランスを考えた食
事で元気を回復
【幸運の食べ物】トレビス

【全体運】注目度がアップするので
なかなか大変ですが思わぬラッキ
ーも。いつでもチャンスをつかめ
るよう臨戦態勢で
【健康運】頑張り過ぎてしまいがち。
休憩を入れて
【幸運の食べ物】ダイコン

販
売
し
ま
す
が
、
今
年
は
40
㌔

ほ
ど
。
多
く
が
双
子
果
や
規
格

外
品
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
生
食
用
に
販
売

で
き
な
い
「
佐
藤
錦
」
な
ど
の

双
子
果
や
規
格
外
品
も
原
料
に

加
え
ま
し
た
。
鮮
や
か
な
赤
色

で
、
甘
さ
も
あ
り
な
が
ら
ほ
ど

よ
い
酸
味
を
感
じ
る
ジ
ャ
ム
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。

農
業
経
営
科
３
年
の
後
藤
夢

果
さ
ん
(17
)は
「
規
格
外
品
を

利
用
し
た
ジ
ャ
ム
だ
が
お
い
し

く
出
来
た
。
是
非
味
わ
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
３
種
類
の
ジ
ャ
ム
は
、

10
月
５
日
に
同
校
で
開
か
れ
た

「
ム
ラ
サ
ン
キ
タ
マ
チ
マ
ル
シ

ェ
」
で
販
売
し
、
好
評
を
得
ま

し
た
。

表
紙
の
写
真
は
、
新
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
ジ
ャ
ム
を
披
露
し
た
生

徒
た
ち
で
、
左
が
坂
井
校
長
。
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！

９
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
い

た
２
０
２
４
年
産
す
い
か
販
売
求

評
会
で
報
告
し
ま
し
た
。
重
点
取

引
市
場
20
社
の
販
売
担
当
者
と
生

産
者
の
代
表
ら
70
人
が
出
席
し
、

今
年
産
す
い
か
の
販
売
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

大
山
功
部
会
長
が
「
今
年
も
販

売
額
が
30
億
円
を
超
え
、
市
場
関

係
者
の
販
売
努
力
に
は
感
謝
し
て

い
る
。
７
月
下
旬
の
大
雨
の
影
響

で
病
果
発
生
が
懸
念
さ
れ
た
が
、

Ｊ
Ａ
の
助
成
も
あ
り
生
産
者
が
対

策
に
取
り
組
み
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
た
。
来
年
に
向
け
畑
作
り
も

始
め
て
い
る
。
今
年
の
反
省
も
含

め
率
直
な
意
見
を
お
願
い
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
。

今
年
は
、
定
植
は
平
年
並
み
で

天
候
に
も
恵
ま
れ
順
調
に
推
移
し

ま
し
た
が
、
高
温
の
影
響
で
着
果

に
バ
ラ
つ
き
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

▶
あ
い
さ
つ
す
る
大
山
部
会
長

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
す
い
か
生
産
部
会
は
、
２
０
２
４
年
産

す
い
か
の
販
売
実
績
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
出
荷
数
量
が
23

年
比
２
万
２
６
７
０
ケ
ー
ス
(
１
ケ
ー
ス
13
㌔
)
増
の
92
万
４
０

８
７
㌜
で
、
販
売
額
は
２
億
３
１
５
３
万
円
増
の
34
億
６
５
５

０
万
円
と
な
り
、
４
年
連
続
30
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

７
月
25
日
の
豪
雨
の
影
響
に
よ
り

圃
場
で
の
裂
果
被
害
が
発
生
し
、

栽
培
管
理
に
苦
労
し
ま
し
た
。
糖

度
・
品
質
は
申
し
分
な
く
、
販
売

環
境
に
も
恵
ま
れ
昨
年
以
上
の
高

単
価
で
、
過
去
最
高
の
販
売
単
価

と
な
り
ま
し
た
。

市
場
の
販
売
担
当
者
か
ら
は

「
販
売
環
境
は
最
高
だ
っ
た
が
、

来
年
、
再
来
年
に
続
く
取
り
組
み

が
必
要
」
「
高
温
対
策
に
よ
り
ウ

ル
ミ
果
の
な
い
高
品
質
の
出
荷
を

お
願
い
す
る
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
「
尾
花
沢
す
い
か
」
の
ブ

ラ
ン
ド
を
守
っ
て
い
く
に
は
、
高

品
質
で
安
定
し
た
収
量
の
確
保
が

最
大
の
課
題
と
し
、
異
常
気
象
の

影
響
を
受
け
に
く
い
品
種
・
台
木

の
選
定
と
徹
底
し
た
防
除
を
基
本

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

｢
尾
花
沢
す
い
か
｣
販
売
求
評
会

｢
尾
花
沢
す
い
か
｣
販
売
求
評
会

｢
尾
花
沢
す
い
か
｣
販
売
求
評
会

過去
最高
の

過去
最高
の

過去
最高
の

販売
単価
に！

販売
単価
に！

販売
単価
に！
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米
穀
の
情
勢
を
報
告

米
穀
の
情
勢
を
報
告

米
穀
の
情
勢
を
報
告

〜
営
農
法
人
協
議
会
〜

〜
営
農
法
人
協
議
会
〜

〜
営
農
法
人
協
議
会
〜

ＪＡみちのく村山では、抑制すいかの出荷が昨年

より２日早い９月12日から始まりました。関東、関

西市場を中心に出荷され、10月上旬まで1200㌜（１㌜

13㌔）の出荷を計画しています。

今年も猛暑のため管理には苦労しましたが生育は

順調。初出荷となったこの日は、生産者４人が集ま

り、試し割りを行い今後の出荷計画を確認しました。

抑制すいか生産部会の大山智和部会長が「秋も『尾

花沢すいか』という思いで、良品質のすいかを出荷

して行こう」とあいさつ。着果日ごとにすいかを割

り糖度を測定して、熟度や品質などを確認しました。

抑制すいかは、１株から１個だけ収穫します。夏

の最盛期のものに劣らず高品質で、市場からは高い

評価を得ています。

９月17日、㈱山形県食肉公社で第32回山形県内産

山形牛枝肉共進会が開かれ、(株)べごや金治が肥育

した雌牛の枝肉がチャンピオン賞に輝きました。ま

た、(株)加藤畜産が特別賞を受賞しました。

この共進会は肉質改善ならびに肥育技術の向上を

目的として毎年行われていて99頭が出品。当ＪＡ管

内からは36頭が出品されました。

９月３日から６日に、第47回山形県畜産共進会が

開かれ、肉用牛の部第２区（若雌の２）で(株)大類

畜産が２席、第１区（若雌の１）で遠藤順一さんが

３席を受賞しました。夏に劣らぬ品質夏に劣らぬ品質夏に劣らぬ品質

～抑制すいか試し割り～～抑制すいか試し割り～～抑制すいか試し割り～

ＪＡみちのく村山青年部は、村山市、尾花沢市、

大石田町各地区の盟友同士の親睦を深めようと９月

６日、ＪＡ本店敷地内で交流会を開きました。毎年

この時期に行われていて、55人が会食をとおして意

見交換し交流を深めました。

佐藤雄介委員長が「出来秋を控え農作業も忙しく

なってきた。交流を深めてほしい」とあいさつし、

三浦組合長が「担い手である皆さんが中心となって

地区の農業を支えていってほしい。今日は、地区間

の交流を深め、貴重な時間にしてほしい」と期待を

込めました。

▲交流を深める(右から)三浦組合長、佐藤委員長、▲交流を深める(右から)三浦組合長、佐藤委員長、

三浦敏副委員長ら三浦敏副委員長ら

▲チャンピオン賞に輝いた(株)べごや金治の折原雄翼代表取締役

７

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
営
農
法
人
協

議
会
は
９
月
11
日
、
村
山
市
の
ク
ア

ハ
ウ
ス
碁
点
で
令
和
６
年
産
米
の
情

勢
報
告
会
を
開
き
ま
し
た
。

協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
９
団
体

の
代
表
や
Ｊ
Ａ
の
役
職
員
20
人
が
出

席
。
村
山
市
の
農
事
組
合
法
人
『
和

久
楽
』
の
代
表
理
事
で
同
協
議
会
の

笹
原
喜
幸
会
長
が
「
稲
刈
り
も
始

ま
っ
て
い
る
。
今
年
産
米
の
情
勢
を

受
け
、
今
後
に
つ
い
て
意
見
を
お
願

い
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
担
当
職
員
が
、
５
年
産
米

の
原
料
不
足
か
ら
新
米
の
価
格
も
高

止
ま
り
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
新
米

が
出
回
り
流
通
量
が
回
復
し
た
段
階

で
の
価
格
動
向
に
注
意
が
必
要
な
ど

と
、
米
穀
情
勢
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

意
見
交
換
で
は
「
概
算
金
が
昨
年

よ
り
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
た
が
、
過
去

▲試し割りで生育状況を確認する生産者

▲目揃え会で規格を確認する生産者たち▲目揃え会で規格を確認する生産者たち

村山営農センターぶどう生産部（大山拓也部長）

は、９月13日にシャインマスカットの目ぞろえ会を

開き、生産者ら20人が参加しました。

９月９日から出荷が始まっていて、始めにＪＡ職

員が販売状況を説明。目ぞろえ会では、裂果の判断

基準などによる規格の統一や荷造りについて確認し

ました。

毎年生産者も増えていて、今年は昨年から２人増

え24人が出荷を計画しています。果実の揃い、粒の

はりも良く品質は申し分なく、糖度も17度以上で市

場からも高い評価を得ています。

シャインマスカットの出荷は10月中旬まで続きま

す。

シャインマスカット目ぞろえ会シャインマスカット目ぞろえ会シャインマスカット目ぞろえ会

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
ふ
れ
あ
い

ゴ
ル
フ
愛
好
会
は
９
月
10
日
、
村

山
市
の
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
「
第
28
回
Ｊ
Ａ
み
ち
の

く
村
山
ふ
れ
あ
い
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」
を
開
き
ま
し
た
。

参
加
者
同
士
の
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
て
、

個
人
の
部
で
は
、
天
童
市
の
鈴
木

忠
広
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
組
合
員
や
県
内
Ｊ
Ａ
、

関
係
団
体
か
ら
50
パ
ー
テ
ィ
ー
、

182
人
が
参
加
。
開
会
式
で
は
、
愛

好
会
の
笹
原
謙
司
会
長
が
「
体
調

に
は
十
分
気
を
付
け
て
、
楽
し
い

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

〜
ふ
れ
あ
い
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
〜

〜
ふ
れ
あ
い
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
〜

〜
ふ
れ
あ
い
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
〜

ゴ
ル
フ
を
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

会
長
と
加
藤
克
彦
副
会
長
の
始
球

式
で
、
Ｏ
Ｕ
Ｔ
コ
ー
ス
、
Ｉ
Ｎ
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
プ
レ
ー
が
始
ま
り

ま
し
た
。
９
月
と
は
思
え
な
い
猛

暑
の
中
で
の
プ
レ
ー
と
な
り
ま
し

た
が
、
参
加
者
同
士
の
親
睦
を
大

い
に
図
り
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
―
も
兼
ね
た
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
で
は
、
11
万
６
９
８
９

円
の
善
意
が
集
ま
り
、
笹
原
会
長

と
三
浦
組
合
長
か
ら
公
益
財
団
法

人
山
新
放
送
愛
の
事
業
団
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

▲始球式を行う笹原会長

▲善意金を手渡す笹原会長(左)と三浦組合長

の
価
格
に
戻
っ
た
感

覚
。
生
産
コ
ス
ト
も

上
昇
し
て
い
る
中
で
、

再
生
産
可
能
な
最
低

の
価
格
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
の
価
格
ア
ッ

プ
が
課
題
。
Ｊ
Ａ
に

も
販
売
面
で
さ
ら
に

努
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
な
ど
と
活
発

に
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
と
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
農
業
法

人
と
の
連
携
を
強
め
、

情
報
共
有
に
よ
り
、

さ
ら
に
地
域
農
業
の

振
興
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

▲あいさつする笹原会長▲あいさつする笹原会長

部員同士の親睦図る部員同士の親睦図る部員同士の親睦図る

～青年部交流会～～青年部交流会～～青年部交流会～

べごや金治がチャンピオンべごや金治がチャンピオンべごや金治がチャンピオン

～山形県内産山形牛枝肉共進会～～山形県内産山形牛枝肉共進会～～山形県内産山形牛枝肉共進会～
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S-mileマラソンS-mileマラソンS-mileマラソン

村
山
市
の
最
上
川
沿
い
を
走
る

「
最
上
川
Ｓ
―
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
（
ス
マ

イ
ル
）
マ
ラ
ソ
ン
」
が
９
月
15
日

に
開
か
れ
ま
し
た
。

国
内
で
は
珍
し
い
、
マ
イ
ル

（
１
㍄
は
約
１
・
６
㌔
）
を
単
位
と

し
た
大
会
で
、
一
般
男
女
10
㍄
と

５
㍄
、
中
学
男
女
の
２
㍄
、
小
学

男
女
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
１
㍄
の
４

コ
ー
ス
そ
れ
ぞ
れ
に
、
合
計
約
720

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
ゲ
ス
ト
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
、
箱
根
駅
伝
を
目
指

し
市
内
で
強
化
合
宿
を
し
て
い
る

駿
河
台
大
駅
伝
部
メ
ン
バ
ー
も
一

緒
に
走
り
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
地
点
は
、
当
Ｊ
Ａ
の

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
ご
て
ん
前
。
あ
い

に
く
の
雨
模
様
の
天
候
と
な
り
ま

し
た
が
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た

ラ
ン
ナ
ー
は
最
上
沿
い
の
コ
ー
ス

を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
、
ゴ
ー

ル
地
点
の
村
山
市
民
体
育
館
前
を

目
指
し
ま
し
た
。

参
加
賞
に
は
つ
や
姫
の
無
洗
米

と
戸
沢
農
産
加
工
の
漬
物
の
セ
ッ

ト
な
ど
。
各
部
門
の
優
勝
者
に
は
、

雪
若
丸
の
精
米
２
kg
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

▲約720人が参加したスマイルマラソン

広
域
合
併
Ｊ
Ａ
交
流
親
善
野
球

大
会
が
９
月
６
日
、中
山
町
の「
ヤ

マ
リ
ョ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
山
形
」
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
27

回
目
の
今
年
は
、
広
域
合
併
Ｊ
Ａ
、

関
連
団
体
か
ら
11
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
３
会
場
に
分
か
れ
て
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
と
(株
)み
ち
の
く
サ
ー

ビ
ス
の
選
手
17
人
は
、
初
戦
は
勝

利
し
ま
し
た
が
、
２
回
戦
は
Ｊ
Ａ

山
形
お
き
た
ま
に
惜
敗
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
が
優
勝
し
ま

し
た
。

広
域
合
併
Ｊ
Ａ

広
域
合
併
Ｊ
Ａ

広
域
合
併
Ｊ
Ａ

野
球
大
会

野
球
大
会

野
球
大
会

◀
ス
タ
ー
タ
ー
を

務
め
た
三
浦
組

合
長

スマイルスマイルスマイル

大会に参加した選手たち大会に参加した選手たち

最上川最上川最上川

ＪＡみちのく村山の年金受給者友の会は９月12日、

村山市金谷運動広場グラウンド・ゴルフ場で、第22

回ＪＡみちのく村山組合長杯グラウンド・ゴルフ大

会を開きました。

７月から８月下旬にかけて地区予選が開かれ、勝

ち抜いた90人が出場しました。５～６人ずつ16組に

別れて８ホール、２ゲームで優勝を目指し熱戦を繰

り広げました。

開会式では、選手を代表して、楯岡支店代表の土

谷義博さんが力強く宣誓。競技では、好プレーが飛

び出すと「ナイスショット」の声を掛け合い、１打

１打に練習の成果を発揮し、ホールインワンも続出

しました。

競技の結果、大石田支店代表の関美恵子さんが、

総打数33で優勝。２位は板垣秋男さん(楯岡支店）、

３位は仲嶋弘志さん(葉山支店)が受賞しました。

▲優勝を目指しプレーする参加者▲優勝を目指しプレーする参加者

ＪＡみちのく村山女性部は９月９日、村山市の最

上川右岸グラウンド・ゴルフ場でグラウンド・ゴル

フ大会を開きました。部員の健康づくりと交流を図

ろうと、毎年スポーツ親睦会を開いています。38人

が参加し、葉山支部の笹原千代子さんが総打数41で

優勝しました。

競技に先立ち、犬飼紀子部長が「暑い中なので、

体調には気をつけて楽しくプレーしましょう」とあ

いさつ。競技では、４～５人ずつ８組に分かれて８

ホール、２ゲームをプレーしました。ホールインワ

ンが出るなどナイスショットが連発。笑い声が響き

渡る楽しい雰囲気の中で終始行われました。

参加した女性部員は「他地区の部員とも交流がで

き、楽しくプレーできた。これからもいろんなイベ

ントに参加したい」と話していました。

グラウンド・ゴルフ熱戦グラウンド・ゴルフ熱戦グラウンド・ゴルフ熱戦
年 金

友 会の女 性 部

▲優勝した関さん(中央）、２位の板垣さん(左）、▲優勝した関さん(中央）、２位の板垣さん(左）、

３位の仲嶋さん(右)３位の仲嶋さん(右)

▲グラウンド・ゴルフを楽しむ女性部員たち▲グラウンド・ゴルフを楽しむ女性部員たち

▲大会に参加した女性部員たち▲大会に参加した女性部員たち
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本
年
は
暖
冬
小
雪
傾
向
で
し
た

が
、
３
月
は
一
転
し
て
気
温
が
低

く
な
り
、
発
芽
期
は
平
年
よ
り
３

日
程
度
遅
く
な
り
ま
し
た
。
４
月

上
旬
以
降
は
気
温
が
高
く
推
移
し

た
こ
と
で
生
育
が
急
激
に
進
み
、

満
開
期
は
平
年
よ
り
７
日
程
度
早

く
な
り
ま
し
た
。

昨
年
発
生
し
た
凍
霜
害
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
開
花
期
間
中
は
好
天

に
恵
ま
れ
豊
作
が
期
待
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
高
温
乾
燥
の
影
響

で
雌
し
べ
に
花
粉
が
付
き
に
く
か

っ
た
こ
と
、
土
壌
が
乾
燥
し
生
理

落
果
が
発
生
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

着
果
量
は
や
や
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
開
花
前
か
ら
１
か
月

以
上
降
雨
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

こ
と
で
、
果
実
肥
大
が
抑
制
さ
れ

ま
し
た
。

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
、

夜
温
が
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
着
色

が
早
く
進
み
、
収
穫
期
は
平
年
よ

り
７
日
か
ら
10
日
程
度
早
く
な
り

ま
し
た
。

一
方
で
６
月
８
日
以
降
、
最
高

令
和
６
年
度
産

気
温
が
30
度
を
超
え
る
日
が
続
い

た
こ
と
か
ら
、
高
温
障
害
果
（
過

熟
果
、
ウ
ル
ミ
果
）
の
発
生
が
増

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
温
の
影

響
で
収
穫
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
収

穫
ロ
ス
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

雨
よ
け
資
材
撤
去
後
の
７
月
以

降
は
、
降
雨
が
多
く
、
そ
の
後
の

褐
色
せ
ん
孔
病
の
発
病
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

分
競
合
に
よ
る
生
理
落
果
を
助
長

し
、
ま
た
、
果
実
肥
大
を
抑
制
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
生
育
状
況
に
応

じ
た
施
肥
、
土
壌
乾
燥
時
の
灌
水
、

病
害
虫
防
除
（
褐
色
せ
ん
孔
病
、

ハ
ダ
ニ
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
）
等
、

基
本
的
な
栽
培
管
理
を
徹
底
し
、

充
実
し
た
花
芽
を
つ
く
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

②
双
子
果
対
策

双
子
果
は
前
年
の
８
月
か
ら
９

月
上
旬
に
か
け
て
高
温
と
な
っ
た

場
合
、
直
射
日
光
が
当
た
る
上
向

き
の
花
芽
で
発
生
が
多
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
双
子
果
の

発
生
が
多
い
樹
で
50
％
程
度
の
遮

光
ネ
ッ
ト
を
雨
よ
け
施
設
に
設
置

す
る
と
双
子
果
を
減
ら
す
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
樹
勢
が
強

い
樹
で
夏
季
剪
定
を
行
う
場
合
は
、

９
月
中
旬
以
降
に
実
施
し
ま
す
。

(
２
)
結
実
確
保
対
策

①
受
粉
樹
割
合
の
増
加
(
長
期
対
策
)

主
要
品
種
に
対
す
る
受
粉
樹
割

合
が
３
割
以
下
の
園
地
で
は
受
粉

樹
（
複
数
品
種
）
を
植
栽
し
ま
す
。

②
受
粉
環
境
の
整
備
(
短
期
対
策
)

ミ
ツ
バ
チ
等
訪
花
昆
虫
を
積
極

的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
例
年

結
実
が
悪
い
園
地
で
は
切
り
枝
の

設
置
や
人
工
受
粉
（
５
分
咲
き
と

満
開
期
の
少
な
く
と
も
２
回
）
を

徹
底
し
ま
す
。

③
灌
水
の
実
施

開
花
期
〜
実
止
ま
り
期
は
、
積

極
的
に
灌
水
を
行
い
、
結
実
し
や

す
い
環
境
に
整
え
ま
し
ょ
う
。

(
３
)
収
穫
時
に
高
温
が
予
想
さ
れ

る
場
合
の
対
応
策

①
収
穫
作
業
の
前
進
化

収
穫
後
半
の
ロ
ス
を
減
ら
す
た

め
、
果
実
の
全
面
に
着
色
す
る
の

を
待
た
ず
に
収
穫
を
開
始
し
ま
し

ょ
う
。

②
反
射
シ
ー
ト
の
活
用

反
射
シ
ー
ト
は
、
気

温
が
上
が
り
に
く
い
白

色
が
望
ま
し
く
、
収
穫

期
に
達
し
た
ら
気
温
が

上
昇
し
な
い
よ
う
に
早

め
に
片
づ
け
ま
す
。

③
園
地
の
温
度
を
低
下

さ
せ
る
工
夫

遮
光
は
、
遮
光
率
30

〜
50
％
程
度
の
資
材
を
、

雨
除
け
テ
ン
ト
の
外
側

又
は
内
側
に
被
覆
し
ま

す
。灌

水
は
、
樹
冠
下
を

中
心
に
少
量
と
し
、
樹

の
状
態
(
葉
の
下
垂
状

況
な
ど
)
を
確
認
し
な

が
ら
実
施
し
ま
す
。

樹
上
散
水
は
、
高
温

時
の
日
中
の
み
と
し
、

１
〜
２
分
程
度
の
散
水

と
数
分
間
の
休
止
を
組

み
合
わ
せ
た
間
断
散
水

と
し
ま
す
。

気
象
経
過
と
生
育
概
況

本
年
の
不
作
要
因
と
対
応
策

(
１
)
前
年
夏
の
影
響
と
対
応
策

前
年
の
令
和
５
年
は
、
豊
作
と

な
っ
た
一
方
で
、
褐
色
せ
ん
孔
病

や
ハ
ダ
ニ
に
よ
る
落
葉
や
、
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
夏
季

の
高
温
・
乾
燥
に
よ
り
、
貯
蔵
養

分
を
蓄
え
ら
れ
な
か
っ
た
園
地
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
季

の
高
温
は
双
子
果
の
増
加
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

①
貯
蔵
養
分
を
蓄
え
る
園
地
づ
く
り

さ
く
ら
ん
ぼ
は
細
胞
分
裂
初
期

(
５
月
前
半
)
頃
ま
で
、
貯
蔵
養
分

が
メ
イ
ン
で
生
育
し
ま
す
。
貯
蔵

養
分
が
少
な
い
と
、
結
実
時
の
養

(
４
)
長
期
気
象
情
報
の
活
用

今
後
も
温
暖
化
に
よ
り
生
育
が

早
ま
り
、高
温
対
策
が
必
要
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
１
か
月

予
報
や
２
週
間
気
温
予
報
等
の
長

期
気
象
情
報
を
活
用
し
、
高
温
対

策
や
収
穫
等
雇
用
労
力
の
調
整
等

の
対
応
を
早
め
に
進
め
ま
し
ょ
う
。

北
村
山
農
業
技
術
普
及
課

さ
く
ら
ん
ぼ
の
生
育
概
況
と

さ
く
ら
ん
ぼ
の
生
育
概
況
と

さ
く
ら
ん
ぼ
の
生
育
概
況
と

今
後
の
対
応
策

今
後
の
対
応
策

今
後
の
対
応
策

令和６年産さくらんぼの作柄に影響した要因
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❶｢鳥｣より一画少ない鳥

❸――園に子どもを迎えに

行った

❻お父さんそっくり！まる

で――ね

❽料理店のメニュー表をこ

う呼ぶことも

10美空ひばりのヒット曲。

｢柔｣と書きます

11患者を診ます

13頭にキュッと締めるもの

14ジャガイモのことです

16――応報、身から出たさ

びだね

17漢字で書くと雲母。きら

らともいう鉱物です

クロスワードを解いて、Ａ～Ｄの二重ワクの

文字を順に並べてできた言葉が答えです。

16

17

14

15

13

10

11

12

８

９

６

７

１

２

３

４

５

❶11月23日は勤労――の日。

国民の祝日です

❷灰皿にたまります

❸『――の精神』はモンテスキ

ューの著書です

❹広島県の紅葉の名所のひと

つ。世界遺産の神社があり

ます

❺焼き鳥を食べると残るもの

❼金融――、―― 一髪

❾そば屋や居酒屋の入口にか

けられていることも

11ギンナンがなる木

12｢九里よりうまい十三里｣と

売りに来るもの

13茶わんと反対の手で持ちま

す

14３の３――は９です

15クリの実を守るトゲトゲ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

答え

Ｂ

20

21

17

18

19

15

16

11

12

13

14

９

10

６

７

８

１

２

３

４

５

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の

５名の方が当選しました。おめでとうございます。

９月号の答え ｢スポーツノヒ｣

[ハガキ記入例]
◆応募のきまり

•応募は１人につき１回有効です。

•紙面の都合により「みちのくぼいす」

に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合

も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』11月号で行い

ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先

•ハガキ…[記入例]をご参照ください。

•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp

•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り 10月24日(木)

※ 当日消印有効
ペンネームを使用する方は、

本名・ペンネーム両方とも

記入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！

すてきな賞品をプレゼント

みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名

クロスワードパズル正解者の中から……５名

995-0011
85

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え

②｢みちのくぼいす｣テ

ーマなどに関する身

近な話題、ご意見・

ご感想

③郵便番号・住所

④氏名・ペンネーム

⑤年齢

⑥性別

⑦電話番号
•Ｇチャンさん(村山市)

•満身創痍さん(大石田町)

•お茶々さん(尾花沢市)

•ユッキーさん(村山市)

•２児の母ちゃんさん(尾花沢市)

ン ヒ オ コ シ

マ ツ タ ケ カ キ

キ ボ イ キ モ ノ

ニ ジ マ ス ボ

ウ ラ コ テ ー ジ

カ ワ キ イ カ リ

ポ ケ ツ ト ユ レ

Ｄ

Ｂ

今
回
の
テ
ー
マ

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
気
づ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
、
10
月
号
の
答
え

の
Ｆ
枠
が
抜
け
て
い
ま
し
た
。
大

変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢我
が
家
の
ご
は
ん
の
お
供
｣で
す
。

新
米
が
出
回
る
季
節
で
す
が
、
皆

さ
ん
の
お
宅
の
ご
は
ん
の
お
供
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。
お
便
り
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

｢秋
と
言
え
ば
…
｣

テ
ー
マ
大
賞

Ｃ

Ｅ

Ｃ

名
月
や

ビ
ー
ル
の
お
供
に

枝
豆
娘

(
村
山
市

馬
耳
秋
風
さ
ん
)

Ａ

稲
刈
り
に

威
風
堂
々

コ
ン
バ
イ
ン

象
の
鼻
如

延
び
ゆ
く
パ
イ
プ

(
村
山
市

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

秋
は
気
温
も
落
ち
着
き
、
お
米
や
果
物
が

実
り
快
適
に
過
ご
し
や
す
い
季
節
で
す
。
美

味
し
い
食
べ
物
が
沢
山
。
栗
ご
飯
に
芋
煮
、

菊
の
お
ひ
た
し
、
柿
、
さ
つ
ま
い
も
…
私
は
食

欲
の
秋
で
す
。
(
里
芋
、
柿
、
菊
、
さ
つ
ま
い
も

は
自
家
栽
培
)

(村
山
市

ス
ガ
ッ
チ
さ
ん
)

秋
と
い
え
ば
稲
刈
の
思
い
出
で
す
。
ま
だ

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
が
な
い
時
代
、
亡
き
父
と

鎌
で
稲
を
刈
り
、
そ
れ
を
日
没
後
も
杭
に
か

け
ま
し
た
。
た
わ
い
も
な
い
話
を
し
な
が
ら
、

で
も
体
は
く
た
く
た
で
。
黄
金
色
に
変
わ
っ

て
く
る
稲
穂
を
見
る
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

(村
山
市

の
ぶ
さ
ん
)

秋
と
い
え
ば
今
は
大
型
の
コ
ン
バ
イ
ン
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。
田
ん
ぼ
を
進
み
ゆ
く
さ

ま
は
ア
フ
リ
カ
の
大
地
を
進
む
象
の
よ
う
に

思
え
ま
す
。

(村
山
市

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

や
っ
ぱ
り
芋
煮
で
す
。
こ
れ
を
食
べ
る
と
、

あ
〜
秋
だ
‼
冬
が
と
て
も
い
や
な
の
で
早
く

春
が
来
る
と
い
い
と
毎
日
思
い
ま
す
。
冬
が

な
く
な
る
と
い
い
と
も
思
っ
て
ま
す
。

(村
山
市

Ｇ
チ
ャ
ン
さ
ん
)

秋
と
い
え
ば
お
い
し
い
食
べ
物
が
い
っ
ぱ

い
と
い
う
事
で
し
ょ
う
か
。
い
も
こ
汁
は
私

の
18
番
で
す
。
と
っ
て
も
私
の
味
は
う
ま
い

で
す
！
来
客
が
あ
る
と
い
う
と
必
ず
作
っ
て

し
ま
い
ま
す
ね
。
栗
ご
飯
も
大
好
き
で
す
。

家
の
は
消
毒
も
し
な
い
せ
い
か
虫
食
い
ば
か

り
で
、
本
家
よ
り
「
い
つ
で
も
取
っ
て
い
い

よ
」
と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
、
畑
に
広
が
っ

て
落
ち
て
い
る
と
「
こ
こ
に
も
大
き
な
の
が

〜
‼
」
と
大
き
な
声
で
拾
い
な
が
ら
夜
は
栗

ご
飯
で
す
。
昼
食
は
掘
り
た
て
の
さ
つ
ま
い

も
で
す
。
ふ
か
し
て
ま
す
が
ね
。

(村
山
市

ユ
ッ
キ
ー
さ
ん
)

農
家
に
と
っ
て
10
、
11
月
と
も
な
れ
ば
す

べ
て
の
作
物
の
収
穫
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
に
忙
し

く
な
り
ま
す
。(村

山
市

昭
和
３
年
生
ま
れ
さ
ん
)

秋
と
言
え
ば
、
や
は
り
ワ
タ
シ
は
ア
ケ
ビ

で
す
ね
！
中
は
も
ち
ろ
ん
な
が
ら
、
外
の
皮

に
ひ
き
肉
を
詰
め
た
も
の
も
大
好
き
で
す
。

今
年
は
ど
の
く
ら
い
食
べ
よ
う
か
、
今
か
ら

心
待
ち
で
す
！

(尾
花
沢
市

お
ば
を
さ
ん
)

や
っ
ぱ
り
食
欲
の
秋
(
一
年
中
か
も
)
で
す

よ
ね
。
で
も
こ
れ
だ
け
猛
暑
、
残
暑
だ
と
○

○
の
秋
と
呼
べ
る
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
そ
う
で
す
ね
。

(愛
知
県

あ
ふ
が
ん
さ
ん
)

や
っ
ぱ
り
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
ね
。
特
に

野
球
が
大
好
き
。
中
で
も
今
年
が
ん
ば
っ
て

い
る
巨
人
の
優
勝
を
願
っ
て
い
ま
す
。
(
近

年
、
優
勝
が
遠
ざ
か
っ
て
い
る
の
で
)
そ
れ

か
ら
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
選
手
。
今
年
も
活

躍
か
ら
目
が
離
せ
な
い
毎
日
で
す
。

(大
石
田
町

ヒ
ナ
ち
ゃ
ん
パ
パ
さ
ん
)

稲
刈
が
始
ま
り
、
新
米
の
季
節
に
な
り
ま

す
ね
。
昨
年
は
二
等
米
が
多
か
っ
た
の
で
今

年
こ
そ
は
一
等
米
が
多
い
と
い
い
な
‼

(大
石
田
町

ゼ
ン
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

山
間
の
地
区
な
の
で
、
す
ぐ
近
く
に
タ
ナ

ダ
が
あ
り
、
田
植
え
と
稲
刈
り
だ
け
は
大
好

き
な
私
は
、
春
は
わ
ら
び
採
り
、
秋
は
あ
け

び
採
り
と
す
ぐ
田
ん
ぼ
の
近
く
で
採
れ
る
の

で
、
作
業
は
夫
に
任
せ
て
時
々
大
い
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
そ
ば
畑
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
最
大
の
美
し
さ
が
刈
り
取
っ

た
後
の
そ
ば
畑
が
真
っ
赤
に
絨
毯
の
よ
う
に
、

真
っ
赤
な
橋
が
架
か
っ
た
よ
う
に
美
し
く
な

る
光
景
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
畑

も
今
年
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

寂
し
い
タ
ナ
ダ
で
す
。
で
も
家
の
近
く
の
畑

に
里
芋
植
え
た
の
で
す
が
、
私
の
背
丈
よ
り

も
大
き
く
育
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
収

穫
が
楽
し
み
で
す
。

(村
山
市

１
９
５
０
年
生
れ
の
女
さ
ん
)

９
月
生
ま
れ
の
私
は
秋
が
一
番
好
き
で
す
。

お
い
し
い
食
べ
物
・
い
ろ
ん
な
行
事
や
催
し

物
も
多
く
、
実
り
の
秋
で
す
。
若
い
こ
ろ
は

紅
葉
狩
り
に
行
き
（
鳴
子
峡
や
小
安
峡
が
多

か
っ
た
か
な
）
温
泉
に
入
り
名
物
を
食
べ
至

福
の
時
で
し
た
。
今
は
、
近
く
の
山
々
が
色

づ
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

(村
山
市

山
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

秋
と
い
え
ば
栗
ご
飯
。
先
日
実
家
の
畑
に

栗
拾
い
に
熊
予
防
に
バ
ク
チ
ク
鳴
ら
し
鳴
ら

し
行
っ
て
き
て
、
お
こ
わ
に
し
ま
し
た
。
近

年
に
な
く
と
い
う
よ
り
今
ま
で
見
た
こ
と
な

い
く
ら
い
大
き
く
立
派
な
栗
で
し
た
。
（
こ

れ
か
ら
は
熊
や
野
生
の
小
動
物
と
競
っ
て
収

穫
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
ね
？
）

(大
石
田
町

彩
里
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

我
が
家
で
は
さ
っ
そ
く
「
芋
煮
」
を
食
べ

ま
し
た
。
ね
ぎ
以
外
は
す
べ
て
買
っ
た
も
の

で
す
が
、
奥
さ
ん
が
と
て
も
上
手
に
料
理
し

て
く
れ
て
と
て
も
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
今
年
は
あ
と
何
回
食
べ
ら
れ
る
か
な
？

(大
石
田
町

満
身
創
痍
さ
ん
)

芸
術
の
秋
で
す
。
秋
は
コ
ー
ラ
ス
、
ピ
ア

ノ
、
茶
会
と
発
表
の
場
が
多
い
で
す
。
緊
張

も
し
ま
す
が
、
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

(尾
花
沢
市

お
茶
々
さ
ん
)

秋
は
も
ち
ろ
ん
読
書
や
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ

で
も
な
く
、
私
は
食
欲
の
秋
で
す
。
一
番
は

新
米
つ
や
姫
に
お
み
漬
け
、
芋
煮
が
最
高
！

他
に
も
ラ
フ
ラ
ン
ス
、
新
そ
ば
な
ど
…
い
っ

ぱ
い
♡
で
も
す
ぐ
冬
が
待
ち
構
え
て
い
る
の

で
…
。
昨
年
は
雪
が
少
な
か
っ
た
だ
け
に
今

年
は
と
っ
て
も
心
配
で
す
。

(村
山
市

プ
チ
ト
マ
ト
さ
ん
)

秋
と
い
え
ば
我
が
家
で
は
や
は
り
松
茸
ご

飯
で
す
。
息
子
に
嫁
の
実
家
か
ら
不
作
の
年

で
も
小
さ
な
箱
に
１
キ
ロ
位
の
松
茸
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。
こ
の
辺
で
は
、
な
か
な
か
採

る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
物
、
さ
っ
そ
く

ご
飯
に
し
た
り
、
焼
い
て
、
茶
碗
蒸
し
に
、

土
瓶
蒸
し
に
と
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
方
を
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
少
し
づ
つ
娘
や
親
戚
に
お

す
そ
分
け
し
た
り
、
そ
れ
で
も
多
い
時
は
小

さ
く
さ
い
て
冷
凍
し
て
お
き
ま
す
。
冬
の
間

の
楽
し
み
で
す
。
こ
れ
が
我
が
家
の
贅
沢
な

秋
に
な
り
ま
す
。

(村
山
市

シ
バ
さ
ん
)

身
に
堪
え
る
暑
さ
の
夏
が
過
ぎ
、
雪
と
の

闘
い
が
始
ま
る
厳
寒
の
冬
の
季
節
の
間
の
秋

は
、
い
つ
の
間
に
か
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
し
ま
う
よ
う
に
毎
年
感
じ
て
い
ま
す
。

秋
に
は
毎
年
恒
例
で
夫
婦
水
入
ら
ず
癒
し
の

温
泉
旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
美
味
し
い

料
理
を
上
げ
膳
据
え
膳
で
頂
き
、
農
作
業
で

疲
れ
た
老
体
を
労
い
、
明
日
か
ら
の
活
力
源

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

(尾
花
沢
市

め
い
さ
や
さ
ん
)

収
穫
の
秋
で
す
。
美
味
し
い
物
が
沢
山
収

穫
さ
れ
ま
す
。
特
に
柿
が
大
好
物
で
す
。

(大
阪
府
堺
市

た
ろ
や
ん
さ
ん
)

秋
と
い
え
ば
、
温
泉
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

時
期
は
、
良
く
出
か
け
先
の
帰
り
に
お
風
呂

道
具
を
車
に
乗
せ
て
入
り
に
行
き
ま
す
。
真

夏
は
暑
く
て
い
け
な
い
で
す
が
、
入
る
と
秋

だ
な
っ
て
思
い
ま
す
。
後
は
少
し
寒
く
な
っ

て
日
が
沈
む
の
が
早
く
な
っ
て
も
、
笑
顔
で

機
嫌
よ
く
い
た
い
で
す
。

(大
分
県
別
府
市

り
ん
ご
タ
ル
ト
さ
ん
)

秋
と
言
え
ば
、
読
書
の
秋
、
食
欲
の
秋
と

色
々
有
り
ま
す
が
、
私
に
は
、
名
月
の
秋
で

す
。
昔
は
、
お
月
様
に
枝
豆
を
お
供
え
し
ま

し
た
。
湯
上
が
り
に
、
名
月
を
見
な
が
ら
枝

豆
を
肴
に
ビ
ー
ル
で
乾
杯
す
る
の
は
、
最
高

の
贅
沢
で
す
ね
。

(村
山
市

馬
耳
秋
風
さ
ん
)

秋
と
言
え
ば
、
実
り
の
秋
で
す
。
一
年
間
で

果
物
が
最
も
豊
富
で
、
美
味
し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
。
特
に
、
芳
醇
で
み
ず
み
ず
し
い
梨
が

好
物
で
す
。

(京
都
府
京
都
市

サ
ラ
ダ
さ
ん
)

秋
に
な
る
と
、
き
の
こ
を
採
っ
た
り
、
山

ぶ
ど
う
を
採
っ
た
り
、
あ
け
び
を
採
っ
た
り

し
た
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

(大
石
田
町

ズ
ン
ズ
ン
コ
さ
ん
)

食
欲
の
秋
、
そ
の
中
で
も
特
に
気
に
な
っ

て
い
る
の
が
ワ
イ
ン
で
す
。
11
月
に
ボ
ジ
ョ

レ
ー
ヌ
ー
ボ
ー
が
解
禁
さ
れ
る
の
で
す
が
、

今
年
の
フ
ラ
ン
ス
は
異
常
気
象
で
ブ
ド
ウ
の

収
穫
が
激
減
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い

て
、
味
や
値
段
が
ど
う
な
る
の
か
心
配
し
て

い
ま
す
。

(大
石
田
町

荷
物
が
届
か
な
い
隊
長
さ
ん
)

こ
れ
か
ら
「
だ
い
こ
ん
」
を
植
え
る
予
定

で
す
が
、
暑
さ
と
長
雨
な
ど
で
畑
の
準
備
が

な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
大
き
な
だ
い
こ
ん

が
育
つ
の
か
今
か
ら
心
配
で
す
。

(大
石
田
町

マ
チ
の
ヒ
ー
ロ
ー
さ
ん
)

山
形
は
ん
ま
い
モ
ノ
と
き
れ
い
な
景
色
も

あ
っ
て
恵
ま
れ
で
る
な
ぁ
。
恵
み
の
秋
、
山

形
‼

(村
山
市

チ
ャ
ラ
男
さ
ん
)

広
報
誌
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
も
好
き
で
解
い
て
る
と
き

は
楽
し
い
で
す
。
み
ち
の
く
ぼ
い
す
も
い
ろ

い
ろ
な
意
見
が
あ
り
良
い
で
す
ね
。
次
号
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

(東
京
都
あ
き
る
野
市

Ｙ
ｕ
じ
さ
ん
)

我
が
家
の
災
害
へ
の
備
え
は
、
断
水
時
の

た
め
に
、
風
呂
に
は
何
時
も
水
を
入
れ
て
い

る
。

(尾
花
沢
市

フ
ラ
ワ
ー
さ
ん
)

参
考
に
な
る
テ
ー
マ
が
多
い
の
で
毎
回
楽

し
み
で
す
。(大

石
田
町

あ
お
い
の
ば
あ
ば
さ
ん
)

い
つ
も
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

(大
石
田
町

そ
う
す
け
の
じ
い
じ
さ
ん
)

紅
葉
狩
り
で
す
。
落
葉
を
踏
み
な
が
ら
、

ク
リ
や
ド
ン
グ
リ
を
拾
い
、
里
山
を
歩
く
の

は
と
っ
て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
。

(尾
花
沢
市

ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
)

伝
統
芸
能
系
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
文

化
の
秋
が
中
心
的
で
す
。
９
月
に
入
っ
て
も
、

秋
と
は
思
え
な
い
猛
暑
の
長
引
き
が
非
常
に

目
立
っ
て
い
ま
す
。

(埼
玉
県
滑
川
町

53
歳
男
性
さ
ん
)

秋
と
い
え
ば
今
は
亡
き
母
の
姿
を
思
い

出
し
ま
す
。
30
年
位
前
、
「
な
ん
ご
し
ぇ

め
」
で
顔
は
汗
び
っ
し
ょ
り
、
麦
わ
ら
帽

子
を
深
々
か
ぶ
り
、
そ
の
上
に
「
す
は
ん
」

(
ス
カ
ー
フ
)
を
か
ぶ
り
、
あ
ご
を
ギ
ュ
ッ

と
結
び
、
手
拭
い
で
作
っ
た
「
な
ん
ご

袋
」
に
い
な
ご
い
っ
ぱ
い
に
し
て
帰
っ
て

来
る
の
で
し
た
。
「
あ
ー
こ
わ
え
こ
わ
え
」

と
上
り
台
へ
腰
を
お
ろ
し
「
今
日
は
い
っ

ぱ
い
い
だ
け
」
「
今
日
は
あ
ん
ま
り
し
ぇ

め
ら
ん
ね
け
」
と
話
を
聞
い
た
も
の
で
す
。

甘
じ
ょ
っ
ぱ
く
味
付
け
し
て
く
れ
ま
し
た
。

冷
凍
し
て
大
事
に
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
お
客
さ
ん
が
来
れ
ば
茶
う
け
に
出
し

た
も
の
で
す
。
な
つ
か
し
い
あ
の
頃
で
す
。

(村
山
市

コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ
さ
ん
)

⬇ タテのカギ ➡ ヨコのカギ

Ｄ

Ａ

Ｆ

85
円
に

な
り
ま
し
た
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お知らせ掲示板お知らせ掲示板

９月10日、自由民主党の茂木敏充幹事長が当

ＪＡ本店に来所。鈴木憲和農林水産副大臣も含

め、ＪＡ、行政、関係機関の代表らと意見交換

しました。また、三浦康彦組合長、能登淳一県

議会議員、加賀正和県議会議員らが、カントリ

ーエレベーター（以下ＣＥ）の新設更新に向け

ての要望書を手渡しました。

管内に４基あるＣＥも更新時期に来ています

が、物価高騰により、当初予定していた見積も

りを遥かに超えた高額の建設費が示されていま

す。若い担い手が希望を持ち、次世代に継承す

るためにも施設更新に向け、補助率積上げ等国

や行政の支援を求めました。

村山市名取／村岡 修 さん

廃プラ・農薬回収スケジュール廃プラ・農薬回収スケジュール

回 収 日 時 間 場 所

村 山 10月28日(月) 午前９時～11時 ＪＡグリーンごてん前

尾花沢 11月７日(木) 午前９時～11時 東部すいか選果施設前

大石田 11月６日(水) 午前９時～11時 ＪＡグリーンおおいしだ前駐車場

対 象 地 区 回 収 日 時 間 場 所

村 山

葉山・戸沢 11月６日(水)

午前８時30分～11時30分

ＪＡ旧葉山事務所集荷場前

楯岡・大倉・西郷 11月７日(木)
ＪＡ本店中央育苗センター前

袖崎・大高根 11月８日(金)

尾花沢 全地区
10月28日(月)
10月29日(火)

午前８時30分～11時30分 東部すいか選果施設前

大石田
豊田・海谷 10月30日(水)

午前８時～10時 西部すいか選果施設前(駐車場)
大石田・横山 10月31日(木)

廃プラ回収

不要農薬と農薬空容器の回収 【予定】 詳しくは各経済事業所まで

お問い合わせ下さい｡

◆村山経済事業所 ☎0237-52-4160

◆尾花沢経済事業所 ☎0237-22-1310

◆大石田経済事業所 ☎0237-35-3133

管内ＪＡグリーン全店舗の営業時間が下記の

とおり変更になります。

ＪＡグリーン営業時間のお知らせＪＡグリーン営業時間のお知らせ

期 間 営業時間 定休日

11月 午前８時30分～

午後５時

水･日･祝日

12月～３月下旬 土･日･祝日

産直館はいっとの営業時間が下記のとおり変

更になります。

産直館はいっと営業時間のお知らせ産直館はいっと営業時間のお知らせ

期 間 営業時間 定休日

11月
午前９時～

午後５時

水・日・祝日

12月～３月下旬 土・日・祝日

自民・茂木幹事長に
ＣＥ更新に係る支援を要望

▲茂木幹事長(中央)と意見交換を行った参加者たち▲茂木幹事長(中央)と意見交換を行った参加者たち

双子なす

秋のイベントご案内秋のイベントご案内秋のイベントご案内秋のイベントご案内

尾花沢 収穫感謝祭

◆日時／10月19日(土)

午前９時～午後２時

◆場所／ＪＡグリーンおばなざわ

産直館「はいっと」

◆日時／10月19日(土)

午前９時～午後２時

◆場所／ＪＡグリーンおおいしだ特設会場

大石田 収穫感謝祭

◆日時／11月２日(土)・３日(日)

11月９日(土)・10日(日)

午前10時～午後３時

道の駅尾花沢｢ねまる｣収穫感謝祭

◆日時／11月２日(土)

午前10時～午後２時

◆場所／甑葉プラザ・ふれあい広場

ふるさと産業フェア

《村山車両センター》

◆日時／10月25日(金)・26日(土)

午前10時～午後４時

《尾花沢車両センター》

◆日時／10月26日(土)・27日(日)

午前10時～午後４時

《村山中央給油所》

◆日時／10月25日(金)・26日(土)

午前８時～午後６時

《尾花沢中央給油所》

◆日時／10月26日(土)・27日(日)

午前７時～午後８時

《福原給油所》

◆日時／10月26日(土)午前７時～午後７時

10月27日(日)午前８時～午後６時

《大石田中央給油所》

◆日時／10月19日(土)

午前７時～午後８時

(株)みちのくサービス感謝祭


